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令和６年３月28日（木曜日）午後２時から 

  

１ 出席委員（５名） 

小 黒 仁 史    教育長 

三 留 利 夫   委 員  

髙 橋 幸 子   委 員 教育長職務代理者 

深 澤 佳 己   委 員  

北 内 英 章   委 員  

 

２ 出席職員（12名） 

教育総務部長 今 井  健太郎 

参事（教育施設担当） 河原田   光 

教育総務課長 鈴 木  孝 司 

教育施設担当課長 田 中  佑 典 

副参事（教育施設調整担当） 小 池  武 道 

副参事（教育地域力担当） 長 岡   誠 

学務課長 大 竹  豊 和 

指導課長 細 田  真 司 

指導企画担当課長 木 下  健太郎 

学校支援担当課長 鈴 木  啓 介 

教育センター所長 早 田  由香吏 

大田図書館長 後 藤   清 

 

３ 日程 

   日程第１ 教育長の報告事項 

日程第２ 議案審議 

     第９号議案 おおた教育ビジョンの策定について 

第 10号議案 大田区教育委員会教育目標の廃止について 

第 11号議案 大田区教育委員会が所管する申請等における情報通信の技術 

の利用に関する規則を廃止する規則 

第 12号議案 大田区教育委員会事務局処務規則の一部を改正する規則 

第 13号議案 大田区教育委員会事務局事案決定手続規程の一部を改正する 

訓令 

第 14号議案 大田区教育委員会訓令前行署名式及び令達式の一部を改正す 

る訓令 

第 15号議案 大田区立図書館処務規則の一部を改正する規則 

第 16号議案 大田区立学校安全衛生委員会設置規程の一部を改正する訓      

            令 

第 17 号議案 大田区立学校総括安全衛生管理者等設置規程の一部を改正す

る訓令 
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第 18号議案  大田区教育委員会非常勤職員に関する規則の一部を改正する規 

則 

第 19号議案 大田区教育委員会非常勤職員の報酬の額に関する規則の一部を改

正する規則 

 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 
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（午後２時00分開会） 

○教育長 

 それでは、ただいまから、令和６年第３回大田区教育委員会定例会を開会いたします。 

 なお、弘瀬委員につきましては、あらかじめ本日欠席の届出がありましたので、ご報告

いたします。 

 本日は、傍聴希望者がおります。 

 委員の皆様に傍聴許可を求めます。許可してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」との声あり） 

 

○教育長 

 傍聴を許可いたします。 

 

（傍聴者入室） 

 

○教育長 

 大田区教育委員会傍聴規則第７条により、傍聴人は、議場における言論に対して批評を

加え、または、拍手その他の方法により公然と可否を表明することは禁止されております。

ご協力をよろしくお願いいたします。 

 これより審議に入ります。 

 本日の出席委員数は定足数を満たしていますので、会議が成立しています。 

 まず、会議録署名委員に髙橋委員を指名いたします。よろしくお願いいたします。 

 続いて、本日の日程第１について、事務局職員の説明を求めます。 

 

○事務局職員 

 日程第１は、「教育長の報告事項」でございます。 

 

○教育長 

 それでは、私から、本日は２点報告いたします。 

 １点目は、卒業式についてです。３月19日に大森第八中学校の卒業式に行ってまいりま

した。今年の卒業式は、コロナ禍で入学式が延期された生徒たちで、中学校生活において、

コロナ禍の影響を一番大きく受けた学年と言っても過言ではないと思います。 

 保護者席には、ご両親でいらっしゃる方は、ふだんより非常に多かったように感じまし

た。コロナ禍で我慢を強いられてきた我が子の中学校生活の最後の卒業式ということで、

両親で祝ってあげたいという気持ちが働いているようにも思ったところでございます。 

 卒業証書の授与につきましては、しっかりと返事をして、立派な態度でございました。

欠席の生徒が少なかったように思います。 

 また、祝辞を私のほうから読み上げましたけれども、一生懸命に目を見開いて、聞いて

いる生徒の表情が印象的でございました。 

 卒業式の祝辞については、教育委員会のほうで原案を作成いたしますが、全ての中学校
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の卒業式で述べられるという言葉なので、大変に重要なものであるというふうに認識した

ところでございます。 

 今回は、祝辞文の作成にやや時間がかかりましたが、速やかに作成ができるよう引き続

き努力していく必要があるかというふうに思います。 

 また、合唱ですね、歌のときに感動が込み上げてくるということです。このような式典

で歌の、音楽の果たす役割が大変大きく、声を合わせて歌を歌うということ、コロナ禍の

中では、なかなか制限されていくところですけれども、しっかりと気持ちを込めて歌って

いた歌声がすばらしかったと思います。 

 それから、３月22日は、小池小学校の卒業式に参列してまいりました。小池小学校では、

かつて指導主事をしていた山﨑副校長が副校長として、式の全体の進行役とともに、卒業

生の呼名など、担任としての役割もこなしていました。一人二役をこなしていたところで

す。 

 担任のほうが病欠等に入ってしまったため、２学期から山﨑副校長が担任になって卒業

生を迎えたということだったのですけれども、大変な苦労があったのではないかなという

ふうに思っています。 

 こどもたちが卒業を迎える日までの日々は、どのようであるかは、卒業式のこどもの姿

からだけでは見ることができませんけれども、そこに至る教職員の方々の努力、または、

教職員の立場に立って学校を支援していくということは、さらに大切なことであるように

思ったところでございます。 

 次に、報告の２点目は、３月23日、東調布第三小学校の改築の内覧会がございまして、

行ってまいりました。東調布第三小学校の新校舎のほうは出来上がり、春休みに引っ越し

をして、出来上がった部分にこどもたちが入っていくのですけれども、その校舎を見せて

いただきました。 

 校舎は床など、木目調で、木材をたくさん使った温かい感じの非常にすばらしい校舎が

印象的でした。 

 また、その中でも屋上に芝生がありまして、全面ではないですけれども、かなりの広さ

があって、休み時間など、こどもたちが芝生の上で過ごすことができるかなというふうに

思いました。 

 芝生というのは、維持管理が大変だということは聞いているのですけど、やはりそうい

う学校の緑の空間を増やしていくということは、こどもたちにとっても大切な試みである

というふうに感じたところです。 

 校舎の改築につきましては、近隣に住む方々のご理解であるとか、様々な要件があって

難しい面もあるのですけれども、着実に教育環境が変わるということですね。これが、や

はり教育にとって、非常に環境そのものが教育であるというような考え方もあって、大事

なところだと思いますし、これは、改築については、着実に進めていくことの重要性を感

じたところでございます。 

 以上、２点について報告させていただきました。 

 何かご質問・ご意見は、よろしいでしょうか。 
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○三留委員 

 卒業式は、東調布中学校と池上第二小学校に参列いたしました。どちらもこどもが大変

立派な態度で、感動的な卒業式でした。 

 中学校は、送辞・答辞、小学校は呼びかけの言葉ですけれども、合唱も含めて大変すば

らしく、学校生活の集大成としての、卒業式に感激をしました。 

 教育長もおっしゃっていましたけども、保護者の参加がとても多くて、こどもたちの成

長や頼もしさを感じたのではないかと思います。 

 それからもう一点、３月３日にアプリコ大ホールで行われた令和５年度大田区ＪＨＳウ

インドオーケストラ春風コンサートに参加いたしました。この事業は、大田区内で部員が

確保できず、少人数編成で活動している中学校吹奏楽部の支援を目的としています。学校

地域の垣根を越えて集まった区内の中学生が、プロの指導者、演奏者の指導を受けながら

練習を重ねて、集大成としての発表・披露の場が、この春風コンサートになります。 

 第１部では、大森第十中学校、馬込中学校の吹奏楽部の演奏、５曲が披露されました。

この二つの中学校は、部員数が十数名ということでしたが、音響が良さもあって、迫力あ

るすばらしい演奏を聞かせてくれました。 

 第２部は、ウインドオーケストラに参加した中学生の合同演奏ということで、今年度は、

区立学校７校、38名の参加になります。こちらは、大編成の吹奏楽団で、11月から８回練

習をしただけとは思えないほど、見事な演奏を聞かせてくれました。練習時だけでなく、

一人ひとりが努力を重ねてきた成果とも思いました。 

 指導された指揮者の先生が、こどもたちの上達が極めて早いということで、例年それぞ

れの講師の先生方と一緒に演奏するところなのですが、難しい曲を生徒だけで演奏する場

面もありました。 

 このウインドオーケストラの取組というのは、参加した生徒にとっては、かけがえのな

い経験となり、事業の良さを感じたところです。 

 

○髙橋委員 

 私も卒業式と内覧会について報告したいと思います。 

 ３月18日、糀谷中学校の夜間学級の卒業式に参りました。夜間学級の卒業式は、やはり

コロナの間は、招いてもらえなかったのですが、やっと５類になったということでお呼び

いただきまして、参加いたしました。 

 卒業生が９名で、卒業生の言葉では、車山への移動教室、京都・奈良の修学旅行、また、

お国自慢料理を作る会などの楽しい思い出を話しておりました。 

 在校生の言葉では、９名一人ひとりに語りかけるようにお話ししていたのが印象的でし

た。国は、９名全員違う国ですけれども、一緒に学んだ絆を感じることができました。 

 ３月19日は、大森東中学校の卒業式です。135名でコロナの制限がないということで１、

２年生が参列して、体育館がいっぱいになるぐらい盛大な卒業式になっていました。卒業

証書ホルダーには、校長先生との写真と言葉があって、一人ひとり違う大切な思い出にな

ることだと感じました。 

 ３月22日は、東糀谷小学校の卒業式で74名でした。５年生の演奏で入場・退場が行われ、

はかま姿の卒業生もいて、華やかな印象でした。 
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 門出の言葉は壇上で行われ、５年生にしっかりバトンを渡していました。 

 内覧会は、３月23日に東調布第三小学校です。吹き抜けの中庭があるため、とても明る

く、広々とした廊下になっていました。既存校舎と新校舎を仮設の渡り廊下で接続し、避

難用にも仮設階段が造られていました。 

 これからも段階的に工事は進むので、新校舎で学習ができますが、これからも課題はあ

ると思っております。 

 

○教育長 

 ありがとうございました。 

 ほかに。 

 

○北内委員 

 私は、３月19日火曜日、矢口中学校の卒業式に参列させていただきました。５クラス７

組で計176名が卒業証書を授与されました。 

 式典での一人ひとりの立派な態度と、代表生徒による答辞がすばらしく、保護者と教職

員及び地域の方々に愛されて成長されてきたのだと思いました。すばらしい卒業式でした。 

 また、３月22日金曜日には、馬込小学校の卒業式に参列させていただきました。３クラ

ス115名が卒業しました。 

 校長先生が、卒業証書を授与する際、卒業生一人ひとりに言葉をかけられていたのが印

象的でした。児童一人ひとりに向き合って、個別最適な指導をしてきてくださったと思い

ました。児童たちの立派な態度に、保護者と教職員及び地域の方々に愛されて成長されて

きたと思いました。 

 ３月17日日曜日、ヤングフェスＯｈ！！盛祭、大田文化の森に出席させていただきまし

た。こちらは、中学生、高校生の演奏やダンスなどのステージ発表、中学生百人一首大会、

クッキングバトル、そして、模擬店など、大田区内の若者たちが企画・運営するイベント

です。 

 ステージ発表では、昨年度も演奏した生徒の成長を見ることができました。 

 また、模擬店では、学校を越えた仲間と協力しながら運営していました。このような若

者たちが運営・発表をでき、学校を越えた仲間をつくる機会があることは、良いことだと

思いました。こういった経験を活かして、社会に羽ばたいてほしいと願っています。関係

者の皆様、ありがとうございました。 

 

○深澤委員 

 私は、洗足池小学校の卒業式に参加させていただきました。本当にこどもたちが一生懸

命、多分、卒業式の練習をしていた様子が伺えて、その様子は、本当にかわいらしかった

のですけれども、こどもたちの人生の大切な節目に、みんなで学校の先生、ご家族の方、

あと、地域の方々もいらっしゃって、お祝いしてくださるということは、こどもにとって

は非常にいい経験で、これからの人生の糧となるというふうに感じました。 

 私は、あと、先ほど、三留委員からお話がありました、春風コンサートにも出席いたし

ました。春風コンサートは、１部が大森第一中学校と馬込中学校の吹奏楽部による演奏で、
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各中学校の先生が、部活の指導をされていました。 

 大森第十中学校は、生徒も指揮者の先生も海賊のパイレーツのようにバンダナを頭に巻

いて、「彼こそが海賊」を演奏していました。生徒たちが音楽を楽しんでいる様子が、聴

衆に伝わってくるようでした。 

 馬込中学校は、世界的なブームとなっているＹＯＡＳＯＢＩの「アイドル」という曲を

演奏いたしました。リズムが速くて、音程も大変取りにくいポップミュージックを吹奏楽

で演奏してみたいという気持ちに若さを感じましたし、指揮者の先生のペンライトやミラ

ーボール、色がカチカチなるようなのがアプリコ中に広がっていたのですけれども、ミラ

ーボールが輝く演出も相まって、大変盛り上がっていました。 

 第２部では、昨年11月から８回にわたって指揮者の小林恵子先生のご指導のもと、中学

校７校で合同練習をした成果を披露されました。いずれも完成度の高い演奏でした。 

 「めがみえない３びきのねずみ」は、イギリスに伝わるマザー・グースを吹奏楽にアレ

ンジしたものですが、この曲は、小林先生が生徒だけで演奏したらどうかと提案されて実

現されたということでした。 

 どの曲も、生徒たちが一生懸命コンサートに向けて練習を積み重ねてきたことが感じら

れました。みんなで一つのことを成し遂げた充実感、自分たちの演奏に聴衆が聞き入って、

割れんばかりの拍手を送ってもらう経験。それは、アンコールもあったのですけれども、

非常に皆さん、いい演奏だったので、心に染みたのですが、そういうものは、生徒一人ひ

とりにとっていい思い出になっただけではなく、大きく成長する契機となったと思います。

生徒たちが、努力の成果を発表する機会の大切さを改めて感じました。 

 

○教育長 

 ほかによろしいでしょうか。 

 それでは、次の日程に移ります。 

 日程第２について、事務局職員の説明を求めます。 

 

○事務局職員 

 日程第２は、「議案審議」です。 

 本日は、第９号議案から第19号議案までの計11件のご審議をお願いします。 

 それでは、議案を読み上げます。 

 第９号議案 おおた教育ビジョンの策定について。 

 第10号議案 大田区教育委員会教育目標の廃止について。 

 第11号議案 大田区教育委員会が所管する申請等における情報通信技術の利用に関する

規則を改正する規則。 

 第12号議案 大田区教育委員会事務局処務規則の一部を改正する規則。 

 第13号議案 大田区教育委員会事務局事案決定手続規程の一部を改正する訓令。 

 第14号議案 大田区教育委員会訓令前行署名式及び令達式の一部を改正する訓令。 

 第15号議案 大田区立図書館処務規則の一部を改正する規則。 

 第16号議案 大田区立学校安全衛生委員会設置規程の一部を改正する訓令。 

 第17号議案 大田区立学校総括安全衛生管理者等設置規程の一部を改正する訓令。 



 8 

 第18号議案 大田区教育委員会非常勤職員に関する規則の一部を改正する規則。 

 第19号議案 大田区教育委員会非常勤職員の報酬の額に関する規則の一部を改正する規

則。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

 

○教育長 

 それでは、ただいまの議案について、事務局職員の説明を求めます。 

 

○教育総務課長 

 第９号議案、第10号議案、２件について説明させていただきます。 

 まずは、第９号議案 おおた教育ビジョンの策定についてでございます。 

 本区の総合的な教育施策を推進する計画として、令和元年度に作成しましたおおた教育

ビジョンの計画期間が、今年度までとなっていることから、次期教育振興基本計画として、

新たなおおた教育ビジョンを策定し、議案として提出するものでございます。 

 資料は、おおた教育ビジョンの概要版と本編がございますが、この分厚いほうの本編を

使って説明させていただければと思いますので、よろしくお願いします。 

 まず、表紙をご覧ください。名称でございますけれども、これまでと同様に、おおた教

育ビジョンとしております。 

 開いて３ページをご覧ください。 

 計画の位置付けです。本計画は、教育基本法第17条第２項に規定する教育振興基本計画

であるとともに、大田区基本計画の分野別個別計画として位置付けられます。 

 また、区の関連する個別計画との整合を図りながら、おおた教育ビジョンに示された施

策に取り組んでまいります。 

 次に、６ページをご覧ください。 

 項番３、計画の期間でございます。本計画の計画期間は、令和６年度から10年度までの

５年間とします。 

 ただし、教育を取り巻く社会経済状況の著しい変化があった場合には、時代に合った実

効性のある計画となるよう、必要に応じて見直しを行うものとします。 

 項番４は、計画の対象です。本計画は、教育委員会が実施する事業を対象にした計画と

しております。 

 ただし、教育委員会の権限に属する事務として、区長部局が補助執行し得る成人教育の

一部の事業も対象としております。 

 次に、12ページをご覧ください。 

 大田区の教育が目指すこども像です。こちらは、現在の大田区教育委員会教育目標に代

わり、教育基本法の精神にのっとった不易なものを掲げてございます。下の囲みにありま

すとおり、目指すこども像では、意欲を持って自ら学び、考え、主体的に行動するこども、

多様性を尊重し、自分や人を大切にして生きるこども、地域とのつながり、社会の一員と

して貢献しようとするこども、自らの可能性を伸ばし、共に未来をつくり出すこどもを掲

げてございます。 

 次に、それの13ページをご覧ください。 
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 本ビジョンの理念ですが、「笑顔と温かさあふれる未来をつくり出す力を育てます」と

しました。こどもたちが、持続困難な時代にあっても、笑顔や温かさを実感できる社会を

つくる担い手になることを目指し、そのような未来をつくり出す力を育てるとの思いを込

めております。 

 次に、14ページから16ページをご覧ください。 

 基本方針と個別目標でございます。先ほどの理念を実現するにあたりまして、三つの基

本方針を設定しました。 

 基本方針１は、持続可能な社会をつくり出すグローバル人材を育成します。 

 基本方針２は、誰一人取り残さず、こどもの可能性を最大限に引き出します。 

 基本方針３は、全ての区民が未来を担うこどもを育て、共に学び続けます、でございま

す。 

 基本方針１はこども、基本方針２は学校・教師、基本方針３は家庭・地域にそれぞれ焦

点を当てております。 

 基本方針のもとに八つの個別目標を設定しておりまして、基本方針１にひもづいて、個

別目標１から３、基本方針２にひもづいて個別目標の４から６、基本方針３にひもづいて

個別目標７、８を掲げております。 

 次に、17ページをご覧ください。 

 教育ビジョンの体系図になります。左から、理念、基本方針、個別目標、施策を体系化

して示しております。 

 次に、19ページをご覧ください。 

 体系のイメージ図になります。図の下段、紫色の基本方針３、家庭・地域。それから、

緑の基本方針２、学校・教師がこどもたちの成長を支え、オレンジ色の基本方針１、こど

もは、基礎となる力を身に付けた上で創造的に生きる力、グローバル社会を担う力を育み、

ピンク色で示す未来において、社会の形成者として持続可能な社会、笑顔、温かさ、自己

実現、創造、共生を体現した、笑顔と温かさあふれる未来をつくっていくことを表してお

ります。 

 また、右の紫色の矢印では、成長し、大人になったこどもたちが、地域社会の担い手と

して地域を支えていくことを表しております。 

 次に、20ページをご覧ください。 

 本ビジョンの八つの個別目標の達成度を把握・評価するための目安として、21の成果指

標を設定してございます。 

 次に、25ページからの第３章では、八つの個別目標と主な取組を掲載しております。 

 飛びまして、87ページからの第４章では、個別目標ごとにまとめた事業一覧を掲載して

おります。 

 また、とびまして、107ページからの第５章では、学校の特色ある教育活動を紹介して

おり、開いていただきますと、88の区立学校の特色を表した写真を１枚ずつ掲載しており

ます。 

 最後に、125ページからの資料編では、本ビジョンの策定経過や大田区の教育に関する

統計資料、また、用語解説などを掲載してございます。 

 資料の説明は以上となります。教育の成果が発揮されるには、長い時間が必要なため、
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本ビジョンを未来を生きるこどもたちを育む羅針盤として、令和６年度からの５年間の総

合的な教育を推進してまいります。 

 続きまして、第10号議案 大田区教育委員会教育目標の廃止について、説明をさせてい

ただきます。 

 大田区教育委員会教育目標は、教育基本法の精神にのっとり、平成20年10月14日策定の

当時の大田区基本構想が掲げる将来像の実現を目指し、教育行政を推進するための目標と

して定められました。 

 今般、新たな大田区基本構想が、令和６年３月に策定されたことに伴いまして、大田区

教育委員会教育目標に代わり、おおた教育ビジョンの中で、教育基本法の精神にのっとっ

た大田区の教育が目指すこども像を掲げることとし、大田区教育委員会教育目標を廃止す

るものでございます。 

 説明は、以上となります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

○教育長 

 それでは、ただいまの報告に、ご意見・ご質問はありますでしょうか。 

 

○三留委員 

 第９号議案のおおた教育ビジョンにつきましては、昨年12月の定例会において、具体的

な例を出して、素案について、賛同したところです。 

 国の第４期教育振興基本計画を参酌した上で、大田区の基本方針を体系的に示し、しっ

かりした内容が盛り込まれているすぐれた教育ビジョンと感じております。 

 今回、大田区基本構想における位置付け、大田区教育大綱についても掲載し、今後の大

田区の教育の全容が明らかにされているのも良いと思いました。 

 それから、続けてよろしいですか。 

 

○教育長 

 はい。 

 

○三留委員 

 第10号議案ですが、大田区教育委員会の目標の廃止については、ビジョンの中に大田区

の教育が目指すこども像を入れたことによるもので、今後の大田区の教育を進める上での

指針が、大田区教育委員会の目標から大田区の示すこども像に変わったと捉えるのが、妥

当と考えています。 

 このこども像については、教育基本法の示す教育の不易な部分を大切にするとともに、

新たな時代の要請に対応した教育の方向性をきちんと捉えて、大田区ならではのこども像

を分かりやすく示していると捉えております。 

 

○教育長 

 よろしいでしょうか。 

 ほかにご意見はございますでしょうか。 
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○深澤委員 

 まず、おおた教育ビジョンについてですが、今、三留委員からもお話がありましたとお

り、第４期大田区教育振興基本計画であるおおた教育ビジョンは、大田区の基本構想や、

大田区教育大綱との整合性を図り、体系的にも明確で分かりやすいものになっていると思

います。 

 今までの大田区教育委員会教育目標についても見直しを行うということで、目指すこど

も像を変わることのない教育の不易として、新たな時代の要請をおおた教育ビジョンに取

り入れていく、不易流行の考え方を取り入れて、これからの大田区の教育が目指す所も明

確になっていると思います。 

 新たな時代の要請という観点からいたしますと、個別目標に基づく主な取組において重

点事業となっている事業は、いずれも大田のこどもたちの将来を見据えた大田区独自の先

進的な取組であると思われます。 

 そして、成果指標がこども目線となっており、どこまで目標値に達したかという視点よ

りも、こどもが学校で学んだことでどのように感じているか、満足を得ているかという視

点により大きく重きを置いている点が、新おおた教育ビジョンの特徴です。 

 テストの点数だけではなく、こどもたちの達成感や将来への希望を成果指標とすること

は、こどもたちにとって充実した授業や学校生活が求められるということであります。新

おおた教育ビジョンに基づいて、こどもの個性と能力を発揮できるような学校教育となる

工夫をぜひお願いしたいと思います。 

 新おおた教育ビジョンは、策定懇談会、パブリックコメント等でたくさんの方々から貴

重なご意見があり、新たな視点に気付くことが多々ありました。策定懇談会で中学校生徒

が行った意見も、未来への希望を感じるしっかりとした良い発表で、現役の中学生の考え

が聞けて、とても良かったと思っております。 

 新おおた教育ビジョンは、様々な立場の方の意見を取り込んだ共同作業の成果であり、

体系的にも、内容も大変良いビジョンができたと考えております。 

 それゆえ、私は本ビジョンの策定に賛成いたします。 

 

○教育長 

 ほかに、ご意見はございますでしょうか。 

 

○北内委員 

 新おおた教育ビジョンに関して、長い時間をかけて議論してつくりあげたと思っていま

す。ぜひ、このビジョンを指針に推進していただきたいと思っています。 

 今回、新おおた教育ビジョンにおいては、深澤先生からもありまが、こどもたちの意見

も取り入れてつくっていただきました。たいへん素晴らしいことだと思っています。 

 

○髙橋委員 

 計画の基本的な考え方として、大田区の教育が目指すこども像、おおた教育ビジョンの

理念、理念を実現するにあたり、基本方針を示し、明確になっています。 
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 笑顔と温かさあふれる未来をつくり出す力を育てるため、個別目標には、関連するＳＤ

Ｇｓの目標も示され、ＳＤＧｓ未来都市に選定された大田区として、目標達成の明確な指

標となります。この個別目標ごとの主な取組は、内容が具体的で理解しやすくなっていま

す。 

 第４章の事業一覧は、個別目標ごと、事業名、取組内容、担当課が一覧表にまとめられ

ており、理解しやすいと思いました。 

 第５章の学校の特色ある教育活動では、写真による全校の紹介が掲載されていて、興味

深いです。 

 資料編では、策定経過、統計資料、用語解説などがあり、理解を深めるのに役立つと思

いました。 

 全体的にとても丁寧につくられていて、個別目標ごとの施策など、目標達成に向けて実

現していきたいと考えます。よろしくお願いいたします。 

 

○教育長 

 それでは、原案のとおり決定してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」との声あり） 

 

○教育長 

 それでは、第９・10号議案について、原案どおり決定いたします。 

 それでは、続けて事務局職員の説明を求めます。 

 

○教育総務課長 

 それでは、第11号議案から第13号議案まで、３件について説明をさせていただきます。 

 まず、第11号議案 大田区教育委員会が所管する申請等における情報通信の技術の利用

に関する規則を廃止する規則について、説明します。 

 大田区情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例が制定され、区長等と共に教育

委員会が同条例において、機関として定められたことにより、重複する規定を整備するた

め、既存の教育委員会規則を廃止するものでございます。 

 次に、第12号議案、第13号議案の２件について説明します。 

 令和６年度教育委員会の組織改正において、指導課教職員係を廃止し、教職員担当係長

を新設します。 

 また、こども家庭部、子育て支援課の事務のうち、学童保育に関する事務の一部を教育

総務部教育総務課に移管するため、教育総務課教育地域力推進担当係長の分掌事務を一部

新設します。 

 第12号議案 大田区教育委員会事務局処務規則の一部を改正する規則及び第13号議案 

大田区教育委員会事務局事案決定手続規程の一部を改正する訓令は、これらの組織改正及

び事務移管に係る規程の改正を行うものでございます。 

 説明は、以上となります。ご審議のほど、よろしくお願いします。 
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○教育長 

 ただいまのご報告にご意見はありますでしょうか。 

 

○三留委員 

 ただいま説明がありました、教育委員会規則及び訓令の改正、第11号議案から第13号議

案については、規程の重複、事務の一部移管による規程の整理などによるもので、全般的

に必要な改正と考えます。 

 大田区教育委員会事務局庶務規則の改正については、学校保育、放課後ひろばなどの教

育委員会の所管事項が増えたようにも感じますが、学校教育の関連の中で行われるよさも

あると思いました。 

 

○教育長 

 じゃあ、ほかによろしいですか。 

 それでは、原案のとおり決定して、よろしいでしょうか。 

 

（「はい」との声あり） 

 

○教育長 

 それでは、第11、12、13号議案について、原案のとおり決定いたします。 

 それでは、続けて事務局職員の説明を求めます。 

 

○教育総務課長 

 それでは、第14号議案、第15号議案の２件について、説明をさせていただきます。 

 第14号議案 大田区教育委員会訓令前行署名式及び令達式の一部を改正する訓令は、校

外施設が受訓先に該当しないことに伴い、校外施設を削除するため、訓令を改正するもの

でございます。 

 第15号議案 大田区立図書館処務規則の一部を改正する規則は、事務の見直しに伴い、

図書館担当係長の分掌事務のうち、図書館事業を図書館サービスに変更するため、規則を

改正するものでございます。 

 説明は、以上となります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

○教育長 

 それでは、ただいまのご報告にご意見・ご質問は、ございますでしょうか。 

 

○三留委員 

 第14号議案については、校外施設が訓令の令達先に当たらないということで、実態に合

った規程の整理と思います。 

 第15号議案、図書館処務規則改正については、図書館事業という名称を図書館サービス

に変えたことについて、区民利用の立場に立ったものとして、評価したいと思います。よ

り住民の立場に立った利便性の高い図書館サービスに期待しております。 
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○教育長 

 ほかに、よろしいでしょうか。 

 それでは、原案のとおり決定してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」との声あり） 

 

○教育長 

 それでは、第14号、第15号議案について、原案のとおり決定いたします。 

 続いて、第16号から第19号議案について、説明を。 

 

○教育総務課長 

 それでは、第16号議案から第19号議案までの４件について、説明をさせていただきま

す。 

 現在、教育委員会では、大田区立学校安全衛生委員会及び学校安全衛生連絡会を設置す

る体制としております。このうち、学校安全衛生連絡会について、教育委員会が統一した

安全衛生管理体制のもと、公務災害の防止や健康保持について各校を支援するため、学校

安全衛生連絡会を廃止し、令和６年度から大田区立学校教職員安全衛生委員会を設置する

ものでございます。 

 第16号議案 大田区立学校安全衛生委員会設置規程の一部を改正する訓令及び第17号議

案 大田区立学校総括安全衛生管理者等設置規程の一部を改正する訓令は、この委員会設

置に伴い、文言整理等、その他規程の改正を行うものでございます。 

 第18号議案 大田区教育委員会非常勤職員に関する規則の一部を改正する規則及び第19

号議案 大田区教育委員会非常勤職員の報酬の額に関する規則の一部を改正する規則でご

ざいます。 

 先に述べました、大田区立学校教職員安全衛生委員会の設置に伴いまして、学校安全衛

生連絡会を廃止するため、同連絡会の学校安全アドバイザーの職を廃止する規則の改正を

行うものでございます。 

 説明は以上となります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

○教育長 

 ただいまの報告に、ご意見・ご質問はございますでしょうか。 

 

○三留委員 

第16号議案から第19号議案については、学校安全衛生委員会に関わる改正になります。大

田区内でも、教育支援や働き方改革に関わって各学校で職員が多くなり、これまで、安全

衛生委員会を置く学校は４分の１を超えました。職員数49名以下の学校に対しても、職員

のケアについて、同じようになされる必要があると考えます。 

 そういう意味で、教育委員会が事務局として関わり、総括安全衛生管理者を含む、労働

安全に関する専門職、産業医が入って、大田区立学校の学校教職員安全委員会を制度化し
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たことは、各学校で同じような職員のケアができるということで機能するように期待して

いるところです。 

 学校の事務局として、副校長が具体的に取り組む部分も大きいと思われますが、教職

員・職員が気持ち良く、健康的に職務が進められるよう、安全衛生環境の整備等に教育委

員会として支援をお願いしたいと思っております。 

 第16号議案から第19号議案について、同意いたします。 

 

 

○教育長 

 ほかに、ご意見・ご質問はないでしょうか。 

 よろしいですか。 

 それでは、原案のとおり決定してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」との声あり） 

 

○教育長 

 それでは、第16、第17、第18、第19号議案について、原案のとおり決定いたします。 

 それでは、これをもちまして、令和６年第３回の教育委員会定例会を閉会といたしま

す。 



令和６年 第３回 教育委員会 定例会  ３月 28日(木) 午後２：00～ 

                                 教育委員会室 

＜教育長の報告事項＞ 

 

＜部課長の報告事項＞ 

□教育総務部長        

□参事（教育施設担当） 

□教育総務課長        

□教育施設担当課長      

□副参事（教育地域力担当）  

□副参事（教育施設調整担当）   

□学務課長   

□指導課長          

□指導企画担当課長 

□学校支援担当課長      

□副参事（法務担当）     

□教育センター所長 

□幼児教育センター所長 

      □大田図書館長  

 

 

 

 

 

 

 

 

  



＜議案審議＞ 

第９号議案  おおた教育ビジョンの策定について 

第 10号議案 大田区教育委員会教育目標の廃止について 

第11号議案  大田区教育委員会が所管する申請等における情報通信の技術の利用に関する規

則を廃止する規則 

第 12号議案  大田区教育委員会事務局処務規則の一部を改正する規則 

第 13号議案  大田区教育委員会事務局事案決定手続規程の一部を改正する訓令 

第 14号議案  大田区教育委員会訓令前行署名式及び令達式の一部を改正する訓令 

第 15号議案  大田区立図書館処務規則の一部を改正する規則 

第 16号議案  大田区立学校安全衛生委員会設置規程の一部を改正する訓令 

第 17号議案  大田区立学校総括安全衛生管理者等設置規程の一部を改正する訓令 

第 18号議案  大田区教育委員会非常勤職員に関する規則の一部を改正する規則 

第 19号議案  大田区教育委員会非常勤職員の報酬の額に関する規則の一部を改正する規則 

 

 

 

 



令和６年３月 28 日 

令和６年第３回教育委員会定例会日程 

日程第１ 教育長の報告事項 

 

日程第２ 議案審議 

第９号議案  おおた教育ビジョンの策定について 

第 10号議案 大田区教育委員会教育目標の廃止について 

第 11号議案 大田区教育委員会が所管する申請等における情報通信 

の技術の利用に関する規則を廃止する規則 

第 12号議案  大田区教育委員会事務局処務規則の一部を改正する規    

       則 

第 13号議案 大田区教育委員会事務局事案決定手続規程の一部 

を改正する訓令 

第14号議案 大田区教育委員会訓令前行署名式及び令達式の一部を

改正する訓令 

第 15号議案 大田区立図書館処務規則の一部を改正する規則 

第 16 号議案 大田区立学校安全衛生委員会設置規程の一部を改

正する訓令 

第 17 号議案 大田区立学校総括安全衛生管理者等設置規程の一

部を改正する訓令 

第 18 号議案 大田区教育委員会非常勤職員に関する規則の一部を改

正する規則 

第 19 号議案 大田区教育委員会非常勤職員の報酬の額に関する規則

の一部を改正 



 第 10号議案 

大田区教育委員会教育目標の廃止について 

 上記の議案を提出する。 

令和６年３月 28日 

提出者 大田区教育委員会教育長 小 黒 仁 史      

   大田区教育委員会教育目標の廃止について 

大田区教育委員会教育目標（平成 21年６月 24日決定）は、廃止する。 

（提案理由） 

大田区教育委員会教育目標は、教育基本法の精神にのっとり、大田区基本構想

（平成 20年 10月 14日策定）が掲げる将来像の実現をめざし、教育行政を推進す

るための目標として定めたが、令和６年３月に新たな大田区基本構想が策定され

たことに伴い、大田区教育委員会教育目標に代わり、「おおた教育ビジョン」の

中で教育基本法の精神にのっとった大田区の教育がめざすこども像を掲げるため。 

 

 

 



 

 第11号議案 

   大田区教育委員会が所管する申請等における情報通信の技術の利用に関す

る規則を廃止する規則 

 上記の議案を提出する。 

  令和６年３月28日 

提出者 大田区教育委員会教育長 小 黒 仁 史 

大田区教育委員会が所管する申請等における情報通信の技術の利用に関す

る規則を廃止する規則 

 大田区教育委員会が所管する申請等における情報通信の技術の利用に関する規

則（平成17年教育委員会規則第14号）は、廃止する。 

   付 則 

この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

 （提案理由） 

大田区情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定に伴い、重複す

る規定を整理するため、規則を廃止する必要があるので、この案を提出する。 



 

 第12号議案 

   大田区教育委員会事務局処務規則の一部を改正する規則 

 上記の議案を提出する。 

  令和６年３月28日 

提出者 大田区教育委員会教育長 小 黒 仁 史 

大田区教育委員会事務局処務規則の一部を改正する規則 

 大田区教育委員会事務局処務規則（昭和49年教育委員会規則第９号）の一部を

次のように改正する。 

 第２条の表教育総務部の部指導課の款管理係の項中「管理係」を「教職員担当

係長」に改め、教職員係の項中「教職員係」を「管理係」に改める。 

 第３条の２第１項中「事務局」を「部」に改める。 

 第４条第３項中「教育総務部」を「部」に改める。 

 第８条の表教育総務部の部教育総務課の款教育地域力推進担当係長の項に次の

５号を加える。 

    (７) 学童保育に関すること（他の主管に属するものを除く。）。 

    (８) 放課後ひろばの計画及び調整に関すること。 

    (９) 放課後ひろばにおける児童等の育成及び支援内容全般に係る指導、 

改善及び調整に関すること。 

    (10)  放課後ひろばにおける特別な配慮を要する児童の育成及び指導 

に係る連絡及び調整に関すること。 

    (11)  おおたっ子ひろばにおける放課後ひろば事業に関すること。 

 第８条の表教育総務部の部指導課の款事業企画担当係長の項第１号を次のよう

に改める。 

    (１)  不登校対策事業に関すること（学びの多様化学校（いわゆる不 

登校特例校）関係を含む。）。 



 

 第８条の表教育総務部の部指導課の款学校支援担当係長の項の次に次のように

加える。 

   教職員担当係長 

    (１) 教職員の任免、異動調整及び服務に関すること。 

    (２) 教職員の研修に関すること。 

    (３) 会計年度任用職員の任免の調整及び服務に関すること（他の所管 

に属するものを除く。）。 

    (４) 臨時的任用教員の任免及び服務に関すること。 

    (５) 教育実習生受入れ調整に関すること。 

第８条の表教育総務部の部指導課の款教職員係の項を削る。 

   付 則 

 この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

 （提案理由） 

組織改正及び学童保育に関する事務の一部移管に伴い、組織及び分掌事務を変

更するほか、規定を整理するため、規則を改正する必要があるので、この案を提

出する。 
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大田区教育委員会事務局処務規則（昭和49年教育委員会規則第９号）新旧対照表 

新 旧 

○大田区教育委員会事務局処務規則 ○大田区教育委員会事務局処務規則 

昭和49年３月30日 昭和49年３月30日 

教育委員会規則第９号 教育委員会規則第９号 

第１条（現行のとおり） 第１条（略） 

（事務局の組織） （事務局の組織） 

第２条  事務局の組織は、次のとおりとす

る。 

第２条  事務局の組織は、次のとおりとす

る。 

教育総務部 教育総務部 

教育総務課の項（現行のとおり） 教育総務課の項（略） 

学務課の項（現行のとおり） 学務課の項（略） 

指導課 指導課 

指導主事 指導主事 

事業企画担当係長 事業企画担当係長 

学校支援担当係長 学校支援担当係長 

教職員担当係長 管理係 

管理係 教職員係 

第３条（現行のとおり） 第３条（略） 

（参事及びその職責） （参事及びその職責） 

第３条の２ 部に参事を置くことができる。 第３条の２  事務局に参事を置くことがで

きる。 

２（現行のとおり） ２（略） 

（課長及びその職責） （課長及びその職責） 

第４条（現行のとおり） 第４条（略） 

２（現行のとおり） ２（略） 

３  部に別表第１欄に掲げる担当課長を置

く。 

３  教育総務部に別表第１欄に掲げる担当

課長を置く。 

４及び５（現行のとおり） ４及び５（略） 

第４条の２から第７条まで（現行のとおり） 第４条の２から第７条まで（略） 

（事務局の分掌事務） （事務局の分掌事務） 

第８条  事務局の部、課及び係の分掌事務

は、次のとおりとする。 

第８条  事務局の部、課及び係の分掌事務

は、次のとおりとする。 

教育総務部 教育総務部 

教育総務課 教育総務課 

経営計画担当係長の項（現行のとおり） 経営計画担当係長の項（略） 

教育地域力推進担当係長 教育地域力推進担当係長 

(１)から(６)まで（現行のとおり） (１)から(６)まで（略） 

(７)  学童保育に関すること（他の

主管に属するものを除く。）。 

（新設） 
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新 旧 

(８)  放課後ひろばの計画及び調 

整に関すること。 

（新設） 

(９)  放課後ひろばにおける児童 

等の育成及び支援内容全般に係る 

指導、改善及び調整に関すること。 

（新設） 

(10)  放課後ひろばにおける特別 

な配慮を要する児童の育成及び指 

導に係る連絡及び調整に関するこ 

と。 

（新設） 

(11)  おおたっ子ひろばにおける 

放課後ひろば事業に関すること。 

（新設） 

施設担当係長の項から庶務係の項まで

（現行のとおり） 

施設担当係長の項から庶務係の項まで

（略） 

学務課の項（現行のとおり） 学務課の項（略） 

指導課 指導課 

指導主事の項（現行のとおり） 指導主事の項（略） 

事業企画担当係長 事業企画担当係長 

(１) 不登校対策事業に関すること 

（学びの多様化学校（いわゆる不登

校特例校）関係を含む。）。 

(１) 不登校対策事業に関すること 

（不登校対策特例校関係を含む。）。 

(２)及び(３)（現行のとおり） (２)及び(３)（略） 

学校支援担当係長の項（現行のとおり） 学校支援担当係長の項（略） 

教職員担当係長 （新設） 

(１ ) 教職員の任免、異動調整及び

服務に関すること。 

(新設) 

(２) 教職員の研修に関すること。 (新設) 

(３ ) 会計年度任用職員の任免の調

整及び服務に関すること（他の所

管に属するものを除く。）。 

(新設) 

(４ ) 臨時的任用教員の任免及び服

務に関すること。 

(新設) 

(５ ) 教育実習生受入れ調整に関す

ること。 

(新設) 

管理係の項（現行のとおり） 管理係の項（略） 

（削除） 教職員係 

（削除） (１ ) 教職員の人事服務の連絡調整

に関すること。 

（削除） (２ ) 教職員の任免、異動調整及び

服務に関すること。 

（削除） (３) 教職員の研修に関すること。 
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新 旧 

（削除） (４ ) 会計年度任用職員の任免の調

整及び服務に関すること（他の所

管に属するものを除く。）。 

（削除） (５ ) 産休及び育休補助教員の任免

及び服務に関すること。 

（削除） (６ ) 教育実習生受入れ調整に関す

ること。 

第９条から第11条まで（現行のとおり） 第９条から第11条まで（略） 

付 則  

この規則は、令和６年４月１日から施行す

る。 

 

別表（第４条関係）（現行のとおり） 別表（第４条関係）（略） 

 



 第13号議案 

大田区教育委員会事務局事案決定手続規程の一部を改正する訓令 

 上記の議案を提出する。 

  令和６年３月28日 

提出者 大田区教育委員会教育長 小 黒 仁 史 

大田区教育委員会事務局事案決定手続規程の一部を改正する訓令 

 大田区教育委員会事務局事案決定手続規程（平成13年教育委員会訓令甲第14

号）の一部を次のように改正する。 

 第５条第２項中第 27 号を第 28 号とし、第 26 号の次に次の１号を加える。 

(27) 大田区学童保育の実施等に関する条例施行規則（昭和 61 年規則第１ 

号）別表第１に掲げる施設並びに別表第１の２に掲げる施設で行う学童 

保育事業（以下「学童保育」という。）における利用者の選考に関する 

事務（あらかじめ区長が認めたものに限る。）及び保育料の減免を決定 

すること。 

 第５条第３項中第 28 号の次に次の４号を加える。 

 (29) 私立学校に関する定例的な事項について決定すること（教育総務課長 

に限る。）。 

(30) 私立学校に関する 100 万円未満の補助金等の交付に関すること（教育 

総務課長に限る。）。 

(31) 学童保育のうち、利用の承認及び保育料の徴収等を含む運営について 

決定すること（教育総務課長に限る。）。 

(32) 大田区学童保育の実施等に関する条例施行規則別表第１に掲げる施 

設（区立小学校に限る。）及び別表第１の２に掲げる施設（区立小学校 

に限る。）で行う学童保育事業に関する定例的な事項について決定する 

こと（教育総務課長に限る。）。 



   付 則 

 この訓令は、令和６年４月１日から施行する。 

 （提案理由） 

 学童保育に関する事務の一部移管に伴い、学童保育に関する事案の決定手続

を定めるほか、規定を整理するため、訓令を改正する必要があるので、この案を

提出する。 
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大田区教育委員会事務局事案決定手続規程（平成 13年教育委員会訓令甲第14号）新旧対照

表 

新 旧 

○大田区教育委員会事務局事案決定手

続規程 

○大田区教育委員会事務局事案決定手

続規程 

平成13年６月１日 平成13年６月１日 

教育委員会訓令甲第14号 教育委員会訓令甲第14号 

（目的） （目的） 

第１条から第４条まで（現行のとおり）  第１条から第４条まで（略） 

（決定対象事案） （決定対象事案） 

第５条（現行のとおり） 第５条（略） 

２ 部長の決定すべき事案は、おおむね次の

とおりとする。 

２ 部長の決定すべき事案は、おおむね次の

とおりとする。 

(１)から(26)まで（現行のとおり）  (１)から(26)まで（略）  

(27)  大田区学童保育の実施等に関する

条例施行規則（昭和 61年規則第１号）別

表第１に掲げる施設並びに別表第１の２

に掲げる施設で行う学童保育事業（以下

「学童保育」という。）における利用者

の選考に関する事務（あらかじめ区長が

認めたものに限る。）及び保育料の減免

を決定すること。 

（新設） 

(28) その他教育長の特命事項 (27) その他教育長の特命事項 

３ 課長の決定すべき事案は、おおむね次の

とおりとする。 

３ 課長の決定すべき事案は、おおむね次の

とおりとする。 

(１)から(28)まで（現行のとおり） (１)から(28)まで（略） 

(29) 私立学校に関する定例的な事項に

ついて決定すること（教育総務課長に限

る。）。 

（新設） 

(30) 私立学校に関する 100万円未満の補

助金等の交付に関すること（教育総務課

長に限る。）。 

（新設） 

(31) 学童保育のうち、利用の承認及び保

育料の徴収等を含む運営について決定す

ること（教育総務課長に限る。）。 

（新設） 

(32) 大田区学童保育の実施等に関する条

例施行規則別表第１に掲げる施設（区立

小学校に限る。）及び別表第１の２に掲

げる施設（区立小学校に限る。）で行う

学童保育事業に関する定例的な事項につ

いて決定すること（教育総務課長に限

る。）。 

（新設） 
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新 旧 

４（現行のとおり） ４（略） 

第６条から第16条まで（現行のとおり） 第６条から第16条まで（略）  

付 則  

この訓令は、令和６年４月１日から施行す

る。 

 

 



 第14号議案 

大田区教育委員会訓令前行署名式及び令達式の一部を改正する訓令 

 上記の議案を提出する。 

  令和６年３月28日 

提出者 大田区教育委員会教育長 小 黒 仁 史 

大田区教育委員会訓令前行署名式及び令達式の一部を改正する訓令 

 大田区教育委員会訓令前行署名式及び令達式（昭和42年教育委員会訓令甲第

３号）の一部を次のように改正する。 

 １前行署名式中「校外施設」を削る。 

   付 則 

 この訓令は、令和６年４月１日から施行する。 

 （提案理由） 

 校外施設は、受訓先に該当しないことに伴い、規定を整理するため、訓令

を改正する必要があるので、この案を提出する。 
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大田区教育委員会訓令前行署名式及び令達式（昭和 42年教育委員会訓令甲第３号）新旧対

照表 

新 旧 

○大田区教育委員会訓令前行署名式及

び令達式 

○大田区教育委員会訓令前行署名式及

び令達式 

昭和42年７月１日 昭和42年７月１日 

教育委員会訓令甲第３号 教育委員会訓令甲第３号 

１ 前行署名式 １ 前行署名式 

事務局一般（部、課、教育センター及び

幼児教育センター） 

事務局一般（部、課、教育センター及び

幼児教育センター） 

小学校 小学校 

中学校 中学校 

特別支援学校 特別支援学校 

（削除） 校外施設 

事業所（図書館） 事業所（図書館） 

一部に対して発する場合の署名は、部、

課、小学校等の組織名を記載する。 

一部に対して発する場合の署名は、部、

課、小学校等の組織名を記載する。 

２ 令達式 ２ 令達式 

訓令謄本を送達して令達式とする。 訓令謄本を送達して令達式とする。 

付 則  

この訓令は、令和６年４月１日から施行す

る。 

 

 



 

 第15号議案 

   大田区立図書館処務規則の一部を改正する規則 

 上記の議案を提出する。 

  令和６年３月28日 

提出者 大田区教育委員会教育長 小 黒 仁 史 

大田区立図書館処務規則の一部を改正する規則 

 大田区立図書館処務規則（昭和53年教育委員会規則第10号）の一部を次のよう

に改正する。 

 第２条図書館担当係長の項第２号中「図書館事業」を「図書館サービス」に改

める。 

   付 則 

 この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

 （提案理由） 

事務の見直しに伴い、分掌事務を変更するため、規則を改正する必要があるの

で、この案を提出する。 
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大田区立図書館処務規則（昭和53年教育委員会規則第10号）新旧対照表 

新 旧 

○大田区立図書館処務規則 ○大田区立図書館処務規則 

昭和53年３月30日 昭和53年３月30日 

教育委員会規則第10号 教育委員会規則第10号 

第１条及び第１条の２（現行のとおり） 第１条及び第１条の２（略） 

（分掌事務） （分掌事務） 

第２条 各担当係長の分掌事務は、次のとお

りとする。 

第２条 各担当係長の分掌事務は、次のとお

りとする。 

図書館担当係長 図書館担当係長 

(１) （現行のとおり） (１) （略） 

(２) 図書館サービスの企画立案に関す

ること。 

(２) 図書館事業の企画立案に関するこ

と。 

(３)から（７）まで（現行のとおり） (３)から（７）まで（略） 

文化財担当係長の項（現行のとおり） 文化財担当係長の項（略） 

第３条から第11条まで（現行のとおり） 第３条から第11条まで（略） 

付 則 

 この規則は、令和６年４月１日から施行す

る。 

 

 



 第16号議案 

大田区立学校安全衛生委員会設置規程の一部を改正する訓令 

 上記の議案を提出する。 

  令和６年３月28日 

提出者 大田区教育委員会教育長 小 黒 仁 史 

大田区立学校安全衛生委員会設置規程の一部を改正する訓令 

 大田区立学校安全衛生委員会設置規程（昭和53年教育委員会訓令甲第13号）

の一部を次のように改正する。 

 題名中「大田区立学校安全衛生委員会」の次に「等」を加える。 

 第１条の見出し中「設置」を「趣旨」に改める。 

 第１条中「区立学校（大田区立学校設置条例（昭和36年条例第17号）別表に

規定する学校をいう。以下「学校」という。）の職員（以下「職員」という。）」

を区立学校（大田区立学校設置条例（昭和36年条例第17号）別表に規定する学

校をいう。以下「学校」という。）の教職員（以下「教職員」という。）に、

「別表に掲げる学校に大田区立学校安全衛生委員会（以下「委員会」という。）

を設置する。」を「安全衛生委員会（以下「委員会」という。）の設置及び運

営について必要な事項を定めるものとする。」に改める。 

 第１条の次に次の２条を加える。 

 （定義） 

第１条の２ この規程において、総括安全衛生管理者、安全衛生管理者、衛生

管理者、産業医、安全衛生推進者とは、大田区立学校総括安全衛生管理者等

設置規程（昭和53年教育委員会訓令甲第12号）に規定するものをいう。 

 （設置） 

第１条の３ 委員会の設置は、次のとおりとする。 

(１) 別表に掲げる学校に大田区立学校安全衛生委員会（以下「学校安 



全衛生委員会」という。）置く。 

(２) 大田区教育委員会事務局（以下「教育委員会事務局」という。） 

に大田区立学校教職員安全衛生委員会（以下「学校教職員安全衛生委 

員会」という。）を置く。 

 第２条第１項中「委員会」を「学校安全衛生委員会」に改め、同条同項第１

号中「大田区立学校総括安全衛生管理者等設置規程（昭和53年教育委員会訓令

甲第12号）第１条に掲げる安全衛生管理者、衛生管理者及び産業医である者」

を「安全衛生管理者 １人」に、同条同項第２号中「安全又は衛生に関し経験

を有する者で、職員の推薦に基づき校長が指名した者 ２名」を「衛生管理者 

１人」に改め、同条同項同号の次に次の２号を加える。 

 (３) 産業医 １人 

 (４) 安全又は衛生に関し経験を有する者で、職員の推薦に基づき校長が指 

人した者 ２人 

 第２条第２項中「議長は、前項第１号の安全衛生管理者とする。」を「学校

教職員安全衛生委員会は、次に掲げる委員をもつて構成する。」に改め、同条

同項に次の12号を加える。 

 (１) 大田区立学校総括安全衛生管理者等設置規程（昭和53年教育委員会訓

令甲第12号）第１条第１号に掲げる総括安全衛生管理者 １人 

 (２) 労働安全又は衛生に携わる職にある者 ４人 

 (３) 産業医 １人 

 (４) 区立小学校長会が推薦する学校長 １人 

 (５) 区立中学校長会が推薦する学校長 １人 

 (６) 区立小学校副校長会が推薦する副校長 １人 

 (７) 区立中学校副校長会が推薦する副校長 １人 

 (８) 区立小学校養護教諭部会が推薦する養護教諭 １人 



 (９) 区立中学校養護教諭部会が推薦する養護教諭 １人 

 (10) 区立小学校事務職員会が推薦する事務職員 １人 

 (11) 区立中学校事務職員会が推薦する事務職員 １人 

 (12) 職員団体が推薦する学校教職員 ３人 

 第２条第３項及び第４項を削る。 

 第４条中「委員会」を「学校安全衛生委員会」に改め、同条第１項の次に次の

１項を加える。 

２ 学校教職員安全衛生委員会は、前項各号に掲げる事項について調査審議し、

教育長に報告するものとする。 

 第４条の次に次の１条を加える。 

 （委員会の議長） 

第４条の２ 委員会の議長は、次のとおりとする。 

(１) 学校安全衛生委員会 安全衛生管理者 

(２) 学校教職員安全衛生委員会 統括安全衛生管理者 

２ 議長は、委員会を代表し、会務を掌理する。 

３ 議長に事故があるときは、あらかじめ議長の指名する委員がその職務を代理 

する。 

第５条第２項の次に次の１項を加える。 

３ 委員会は、非公開とし、議事の概要は、これを公表する。 

 第８条中「委員会」を「学校安全衛生委員会」に改め、同条第１項の次に次の

１項を加える。 

２ 学校教職員安全衛生委員会に関する事務を処理するため、教育委員会事務局 

指導課を事務局とする。 

第９条中「委員会が定める」を「教育委員会事務局指導課が定める」に改める。 

別表を次のように改める。 



別表（第１条の３関係） 

大田区立大森第四小学校 

同   入新井第一小学校 

同   馬込第三小学校 

同   梅田小学校 

同   池上小学校 

同   入新井第二小学校 

同   東調布第一小学校 

同   東調布第三小学校 

同   嶺町小学校 

同   池雪小学校 

同   小池小学校 

同   雪谷小学校 

同   出雲小学校 

同   矢口西小学校 

同   多摩川小学校 

同   蒲田小学校 

同   大森第八中学校 

同   大森第七中学校 

同   糀谷中学校 

同   六郷中学校 

同   志茂田中学校 

同   矢口中学校 

同   御園中学校 

同   蓮沼中学校 

    付 則 

 この訓令は、令和６年４月１日から施行する。 

 （提案理由） 

 大田区立学校教職員安全衛生委員会設置に伴い、規定を整理するため、訓令

を改正する必要があるので、この案を提出する。 
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大田区立学校安全衛生委員会設置規程（昭和53年教育委員会訓令甲第13号）新旧対照表 

新 旧 

○大田区立学校安全衛生委員会等設置

規程 

○大田区立学校安全衛生委員会  設置

規程 

昭和53年12月22日 昭和53年12月22日 

教育委員会訓令甲第13号 教育委員会訓令甲第13号 

（趣旨） （設置） 

第１条  区立学校（大田区立学校設置条例

（昭和36年条例第17号）別表に規定する学

校をいう。以下「学校」という。）の教職

員（以下教職員」という。）の公務上の災

害を防止し、職場における職員の安全と健

康を確保するとともに、快適な職場環境の

形成を図るため、労働安全衛生法（昭和47

年法律第57号）に基づき、安全衛生委員会

（以下「委員会」という。）の設置及び運

営について必要な事項を定めるものとす

る。 

第１条  区立学校（大田区立学校設置条例

（昭和36年条例第17号）別表に規定する学

校をいう。以下「学校」という。）の  職

員（以下「 職員」という。）の公務上の

災害を防止し、職場における職員の安全と

健康を確保するとともに、快適な職場環境

の形成を図るため、労働安全衛生法（昭和

47年法律第57号）に基づき、別表に掲げる

学校に大田区立学校安全衛生委員会（以下

「委員会」という。）を設置する。 

 （定義） （新設） 

第１条の２ この規程において、総括安全衛

生管理者、安全衛生管理者、衛生管理者、

産業医、安全衛生推進者とは、大田区立学

校総括安全衛生管理者等設置規程（昭和53

年教育委員会訓令甲第12号）に規定するも

のをいう。 

 

（設置） （新設） 

第１条の３ 委員会の設置は、次のとおりと

する。 

(１) 別表に掲げる学校に大田区立学校安

全衛生委員会（以下「学校安全衛生委員会」

という。）を置く。 

(２) 大田区教育委員会事務局（以下「教

育委員会事務局」という。）に大田区立学

校教職員安全衛生委員会（以下「学校教職

員安全衛生委員会」という。）を置く。 

 

 

（構成） （構成） 

第２条 学校安全衛生委員会は、次に掲げる

委員をもつて構成する。 

第２条      委員会は、次に掲げる委

員をもつて構成する。 

(１) 安全衛生管理者 １人 (１ ) 大田区立学校総括安全衛生管理者

等設置規程（昭和53年教育委員会訓令甲

第12号）第１条に掲げる安全衛生管理者、

衛生管理者及び産業医である者 
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新 旧 

(２) 衛生管理者 １人 (２ ) 安全又は衛生に関し経験を有する

者で、職員の推薦に基づき校長が指名し

た者 ２名 

 (３) 産業医 １人  （新設） 

(４ ) 安全又は衛生に関し経験を有する

者で、職員の推薦に基づき校長が指人し

た者 ２人 

 （新設） 

２ 学校教職員安全衛生委員会は、次に掲げ

る委員をもつて構成する。 

２ 議長は、前項第１号の安全衛生管理者と

する。 

(１) 大田区立学校総括安全衛生管理者 

等設置規程（昭和53年教育委員会訓令甲 

第12号）第１条第１号に掲げる総括安全  

衛生管理者 １人 

 （新設） 

(２) 労働安全又は衛生に携わる職にある 

者 ４人 

 （新設） 

(３) 産業医 １人  （新設） 

(４) 区立小学校長会が推薦する学校長  

１人 

 （新設） 

(５) 区立中学校長会が推薦する学校長 

１人 

 （新設） 

(６) 区立小学校副校長会が推薦する副校

長 １人 

 （新設） 

(７) 区立中学校副校長会が推薦する副校

長 １人 

 （新設） 

(８) 区立小学校養護教諭部会が推薦する

養護教諭 １人 

 （新設） 

(９) 区立中学校養護教諭部会が推薦する

養護教諭 １人 

（新設） 

(10) 区立小学校事務職員会が推薦する事

務職員 １人 

（新設） 

(11) 区立中学校事務職員会が推薦する事

務職員 １人 

（新設） 

(12) 職員団体が推薦する学校教職員 ３

人 

（新設） 

 （削除） ３ 議長は、委員会を代表し、会務を掌理す

る。 

 （削除） ４ 議長に事故があるときは、あらかじめ議

長の指名する委員がその職務を代理する。 

（任期） （任期） 

第３条 委員の任期は１年とし、再任を妨げ

ない。 

第３条 委員の任期は１年とし、再任を妨げ

ない。 
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新 旧 

２  委員が欠けた場合の補欠の委員の任期

は、前任者の残任期間とする。 

２  委員が欠けた場合の補欠の委員の任期

は、前任者の残任期間とする。 

（所掌事項） （所掌事項） 

第４条 学校安全衛生委員会は、次の事項を

調査審議し、総括安全衛生管理者を通じて

教育長に意見を述べるものとする。 

第４条        委員会は、次の事項を

調査審議し、総括安全衛生管理者を通じて

教育長に意見を述べるものとする。 

(１ ) 職員の危険及び健康障害を防止す

るための基本となるべき対策に関する事

項 

(１ ) 職員の危険及び健康障害を防止す

るための基本となるべき対策に関する事

項 

(２ ) 職員の健康の保持増進を図るため

の基本となるべき対策に関する事項 

(２ ) 職員の健康の保持増進を図るため

の基本となるべき対策に関する事項 

(３ ) 業務上の災害の原因及び再発防止

対策で、安全及び衛生に関する事項 

(３ ) 業務上の災害の原因及び再発防止

対策で、安全及び衛生に関する事項 

(４) 前３号に掲げるもののほか、職員の

危険及び健康障害の防止並びに健康の保

持増進に関する重要事項 

(４) 前３号に掲げるもののほか、職員の

危険及び健康障害の防止並びに健康の保

持増進に関する重要事項 

２ 学校教職員安全衛生委員会は、前項各号 

に掲げる事項について調査審議し、教育長  

に報告するものとする。 

 （新設） 

（委員会の議長） （新設） 

第４条の２ 委員会の議長は、次のとおりと 

する。 

 

(１) 学校安全衛生委員会 安全衛生管 

理者 

 

(２) 学校教職員安全衛生委員会 統括 

安全衛生管理者 

 

２ 議長は、委員会を代表し、会務を掌理す  

る。 

 

３ 議長に事故があるときは、あらかじめ議 

長の指名する委員がその職務を代理する。 

 

（委員会の開催） （委員会の開催） 

第５条 議長は、原則として毎月１回委員会

を開催するものとする。 

第５条 議長は、原則として毎月１回委員会

を開催するものとする。 

２ 議長は、委員の３分の１以上の者から要

求があつたときは、速やかに委員会を開催

しなければならない。 

２ 議長は、委員の３分の１以上の者から要

求があつたときは、速やかに委員会を開催

しなければならない。 

３ 委員会は、非公開とし、議事の概要は、 

これを公表する。 

 （新設） 

（成立及び議決） （成立及び議決） 

第６条 委員会は、委員の過半数の出席によ

り成立し、議決を行う場合は、出席委員全

第６条 委員会は、委員の過半数の出席によ

り成立し、議決を行う場合は、出席委員全
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員の一致によるものとする。 員の一致によるものとする。 

（関係職員の出席等） （関係職員の出席等） 

第７条 委員会は、必要があると認めるとき

は、関係職員の出席を求め、意見を聴取し、

又は資料の提出、説明、その他必要な協力

を求めることができる。 

第７条 委員会は、必要があると認めるとき

は、関係職員の出席を求め、意見を聴取し、

又は資料の提出、説明、その他必要な協力

を求めることができる。 

（事務局） （事務局） 

第８条  学校安全衛生委員会に関する事務

を処理するため、学校に事務局を置き、当

該庶務は副校長が処理する。 

第８条        委員会に関する事務

を処理するため、学校に事務局を置き、当

該庶務は副校長が処理する。 

２  学校教職員安全衛生委員会に関する事

務を処理するため、教育委員会事務局指導

課を事務局とする。 

 （新設） 

（委任） （委任） 

第９条 この規程に定めるもののほか、委員

会の運営について必要な事項は、教育委員

会事務局指導課が定める。 

第９条 この規程に定めるもののほか、委員

会の運営について必要な事項は、  委員

会      が定める。 

付 則  

この訓令は、令和６年４月１日から施行す

る。 

 

別表（第１条の３関係） 別表（第１条関係） 

大田区立大森第四小学校 

同   入新井第一小学校 

同   馬込第三小学校 

同   梅田小学校 

同   池上小学校 

同   入新井第二小学校 

同   東調布第一小学校 

同   東調布第三小学校 

同   嶺町小学校 

同   池雪小学校 

同   小池小学校 

同   雪谷小学校 

同   出雲小学校 

同   矢口西小学校 

同   多摩川小学校 

同   蒲田小学校 

同   大森第八中学校 

同   大森第七中学校 

同   糀谷中学校 

同   六郷中学校 

大田区立入新井第一小学校 

同   馬込第三小学校 

同   梅田小学校 

同   池上小学校 

同   入新井第二小学校 

同   東調布第一小学校 

同   東調布第三小学校 

同   嶺町小学校 

同   池雪小学校 

同   小池小学校 

同   雪谷小学校 

同   大森第八中学校 

同   大森第七中学校 

同   糀谷中学校 

同   六郷中学校 

同   志茂田中学校 

同   矢口中学校 

同   御園中学校 

同   蓮沼中学校 
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同   志茂田中学校 

同   矢口中学校 

同   御園中学校 

同   蓮沼中学校 
 

 

 

 

 
 

 



 第17号議案 

大田区立学校総括安全衛生管理者等設置規程の一部を改正する訓令 

 上記の議案を提出する。 

  令和６年３月28日 

提出者 大田区教育委員会教育長 小 黒 仁 史 

大田区立学校総括安全衛生管理者等設置規程の一部を改正する訓令 

 大田区立学校総括安全衛生管理者等設置規程（昭和53年教育委員会訓令甲第

12号）の一部を次のように改正する。 

 第７条中「大田区立学校安全衛生委員会設置規程」を「大田区立学校安全衛

生委員会等設置規程」に、「大田区立学校安全衛生委員会」を「大田区立学校

安全衛生委員会等」に改める 

   付 則 

 この訓令は、令和６年４月１日から施行する。 

 （提案理由） 

 大田区立学校教職員安全衛生委員会設置に伴い、規定を整理するため、訓令

を改正する必要があるので、この案を提出する。 



1 

大田区立学校総括安全衛生管理者等設置規程（昭和 53年教育委員会訓令甲第12号）新旧対

照表 

新 旧 

○大田区立学校総括安全衛生管理者等

設置規程 

○大田区立学校総括安全衛生管理者等

設置規程 

昭和53年12月22日 昭和53年12月22日 

教育委員会訓令甲第12号 教育委員会訓令甲第12号 

第１条から第６条まで（現行のとおり） 第１条から第６条まで（略） 

（意見の聴取） （意見の聴取） 

第７条 総括安全衛生管理者は、安全及び衛

生に係る重要な事項を執行する場合には、

大田区立学校安全衛生委員会等設置規程

（昭和53年教育委員会訓令甲第13号）に定

める大田区立学校安全衛生委員会等の意

見を聴くものとする。 

第７条 総括安全衛生管理者は、安全及び衛

生に係る重要な事項を執行する場合には、

大田区立学校安全衛生委員会  設置規程

（昭和53年教育委員会訓令甲第13号）に定

める大田区立学校安全衛生委員会  の意

見を聴くものとする。 

付 則  

この訓令は、令和６年４月１日から施行す

る。 

 

 



 

 第18号議案 

   大田区教育委員会非常勤職員に関する規則の一部を改正する規則 

 上記の議案を提出する。 

  令和６年３月28日 

提出者 大田区教育委員会教育長 小 黒 仁 史 

大田区教育委員会非常勤職員に関する規則の一部を改正する規則 

 大田区教育委員会非常勤職員に関する規則（平成15年教育委員会規則第10号）

の一部を次のように改正する。 

 別表安全衛生アドバイザーの項を削る。 

   付 則 

 この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

 （提案理由） 

学校安全衛生連絡会の廃止に伴い、規定を整理するため、規則を改正する必要

があるので、この案を提出する。 



1 

大田区教育委員会非常勤職員に関する規則（平成15年教育委員会規則第10号）新旧対照表 

新 旧 

○大田区教育委員会非常勤職員に関す

る規則 

○大田区教育委員会非常勤職員に関す

る規則 

平成15年11月４日 平成15年11月４日 

教育委員会規則第10号 教育委員会規則第10号 

第１条から第７条まで（現行のとおり） 第１条から第７条まで（略） 

付 則  

この規則は、令和６年４月１日から施行す

る。 

 

別表（第２条関係） 別表（第２条関係） 

名称 

学校医 

学校歯科医 

学校薬剤師 

産業医 

（削除） 
 

名称 

学校医 

学校歯科医 

学校薬剤師 

産業医 

安全衛生アドバイザー 
 

 



 

 第19号議案 

   大田区教育委員会非常勤職員の報酬の額に関する規則の一部を改正する規 

   則 

 上記の議案を提出する。 

  令和６年３月28日 

提出者 大田区教育委員会教育長 小 黒 仁 史 

大田区教育委員会非常勤職員の報酬の額に関する規則の一部を改正する規 

則 

 大田区教育委員会非常勤職員の報酬の額に関する規則（昭和31年教育委員会規

則第３号）の一部を次のように改正する。 

 別表安全衛生アドバイザーの項を削る。 

   付 則 

 この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

 （提案理由） 

学校安全衛生連絡会の廃止に伴い、規定を整理するため、規則を改正する必要

があるので、この案を提出する。 



1 

大田区教育委員会非常勤職員の報酬の額に関する規則（昭和 31年教育委員会規則第３号）

新旧対照表 

新 旧 

○大田区教育委員会非常勤職員の報酬

の額に関する規則 

○大田区教育委員会非常勤職員の報酬

の額に関する規則 

昭和31年12月14日 昭和31年12月14日 

教育委員会規則第３号 教育委員会規則第３号 

第１条から第３条まで（現行のとおり） 第１条から第３条まで（略） 

付 則  

 この規則は、令和６年４月１日から施行

する。 

 

別表（第２条関係） 別表（第２条関係） 

名称 単位 報酬額 

学校医（内科） １ 月 に つ

き 

51,900円 

同（眼科） １ 月 に つ

き 

43,100円 

同（耳鼻咽喉科） １ 月 に つ

き 

43,100円 

同（中学校第二部

勤務） 

１ 月 に つ

き 

9,100円 

学校歯科医 １ 月 に つ

き 

43,100円 

学校薬剤師 １ 月 に つ

き 

25,000円 

産業医 １ 月 に つ

き 

46,620円 

（削除）   

学 校 運 営 協議会

委員 

１ 月 に つ

き 

1,500円 

 

名称 単位 報酬額 

学校医（内科） １ 月 に つ

き 

51,900円 

同（眼科） １ 月 に つ

き 

43,100円 

同（耳鼻咽喉科） １ 月 に つ

き 

43,100円 

同（中学校第二部

勤務） 

１ 月 に つ

き 

9,100円 

学校歯科医 １ 月 に つ

き 

43,100円 

学校薬剤師 １ 月 に つ

き 

25,000円 

産業医 １ 月 に つ

き 

46,620円 

安全衛生アドバ

イザー 

１ 月 に つ

き 

11,900円 

学校運営協議会

委員 

１ 月 に つ

き 

1,500円 

 

 


